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非定型的活性型EGFRを介したがん悪性化機構

○周 越1）、横山 悟1)、櫻井 宏明1)2)

[bookmark: _GoBack]1)富山大学 学術研究部（薬学・和漢系）がん細胞生物学研究室、2)富山大学 未病研究センター

【背景と目的】○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
【結　果】○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
【考　察】○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○



要旨作成のご注意
・タイトル・氏名・所属・本文は、間を各1行開けてください。
・A4用紙1枚に収まるようにお願いいたします。
・余白は上下左右25～35 mmでお願いいたします。
・本文は600文字以内でお願いいたします。
・タイトルは14ポイント、他は10.5～12ポイントでお願いいたします。
・発表者に○印をつけてください。
・図表やイラストの挿入は可能ですが、白黒での印刷になります。

